
- 研究用試薬 -

LRG Assay Kits (96Well)／抗体製品一覧
Human / Mouse / Rat 用のLRG測定キット

特発性正常圧水頭症、糖尿病、がんなどで上昇するタンパク質

Assay Kits 【検出対象】 H:  ヒト M: マウス R: ラット

製品

コード

検出

対象

製品名 定価

（税抜き）

測定範囲 測定対象

血清 EDTA-

血漿

尿 CSF 培養

上清

27769 H Human LRG Assay Kit - IBL※1 108,000円 1.56 ～ 100 ng/mL 〇 〇 〇 〇

27798 H Human LRG（Mono） ELISA Kit - IBL※1 108,000円 1 ～ 64 ng/mL 〇 〇

27785 M Mouse LRG Assay Kit - IBL 108,000円 0.25 ～ 16 ng/mL 〇 〇 ※2

27770 R Rat LRG Assay Kit - IBL 165,000円 6.25 ～ 400 ng/mL 〇 〇 〇 〇

※1 27769D100 Human LRG EIA buffer 100 (100mL) , 27798D100 Human LRG (Mono) EIA buffer 100 (100mL) 17,000円にて別途販売しております。
※2 ＊FCS のロットによっては強く反応する場合がありますので、培養上清を測定する際には注意が必要です。

抗体製品

製品

コード

検出

対象

製品名 アプリケーション 定価

（税抜き）

容量 小容量

※3

28085 H Anti-Human LRG (329) Rabbit IgG Affinity Purify IHC, WB 64,000円 100μG 10μG

28069 R Anti-Rat LRG (128) Rabbit IgG Affinity Purify IHC, WB 64,000円 100μG 10μG

※3一律17,000円

ロイシンリッチα2グリコプロテイン (LRG, leucine-rich alpha-2-glycoprotein)は、ロイシンリッチリピート構造をもつことが報告された初めて

のタンパク質であり、1985年にヒトLRGの配列が決定されています。長い間、正確に測定できる方法が無かったために、その生理機能につ

いては解明されてきませんでした。特発性正常圧水頭症をはじめとして、糖尿病、がん、各種炎症などで有意に上昇するタンパク質として

新たに注目を集めています。

本抗体は、ヒトの脳における限
局した部位のアストロサイトを
染色することができます。また、
ヒトのアストロサイト培養細胞、
および、グリオーマ細胞を染色
することも可能です。 データ提供： 順天堂大学医学部 脳神経外科 宮嶋雅一教授

WB/IP
IHC (ヒト脳 )

28085 Anti-Human LRG (329) Rabbit IgG Affinity Purify 28069 Anti-Rat LRG (128) Rabbit IgG Affinity Purify

WB IHC (ラット脈絡叢、脳室周囲 )

本抗体は、ラット脈絡叢細胞と上衣細胞のcilia 

を特異的に染色することができます。
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LRGは炎症性疾患の活動性のマーカー他でも注目されています。
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（順不同）

使用例１：関節炎惹起マウスにおける
血中LRG濃度の測定

関節炎惹起用モノクローナル抗体カクテル
（岩井化学薬品）を使用

使用例２：実験的自己免疫性脳脊髄炎（EAE)
モデルにおける血中LRG濃度の測定

関節炎やEAEなどの炎症系疾患モデルのモニタリングマーカーとして有用

EAEモデルマウス血清中LRG血中 mouse LRG濃度の測定
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